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死
亡
数
に
占
め
る「
自
宅
死
」割
合
に

顕
著
な
変
化
が
起
き
始
め
た
。大
都
市

で
自
宅
死
が
増
え
、郡
部
で
は
減
る「
逆
転
現

象
」で
あ
る
。

65
歳
以
上
の
死
亡
85
%
、

自
宅
死
12
%
台

　

厚
労
省
の
人
口
動
態
調
査
は「
死
亡
場
所
別

に
み
た
死
亡
数
の
年
次
推
移
」や
そ
の
都
道
府

県
別
・
大
都
市
別
の
統
計
を
毎
年
公
表
し
て
い

る
。

　

最
新
は
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）で
、死
亡

総
数
は
約
1
2
5
・
3
万
人
、こ
の
う
ち
65
歳

以
上
は
1
0
6
・
7
万
人
で
85
%
強
を
占
め
、

超
高
齢
社
会
に
お
け
る「
大
量
死
時
代
」の
到

来
を
示
す
。

　

死
亡
場
所
の
内
訳
は「
病
院
」76
・
2
％
、「
診

療
所
」2
・
3
％
、「
老
人
ホ
ー
ム
」40
％
、「
老
人

保
健
施
設
」1
・
5
％
、「
自
宅
」12
・
5
%
、「
そ

の
他
」3
・
5
%
。

　

診
療
所
で
の
死
亡
は
有
床
診
療
所（
19
床
以

下
）が
大
半
と
み
ら
れ
、こ
れ
を
加
え「
病
院
死
」

は
8
割（
78
・
5
%
）と
も
言
え
る
。「
老
人
ホ
ー

ム
」に
は
特
別
養
護
、養
護
、軽
費
の
各
ホ
ー
ム

に
加
え
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
入
る
。「
自
宅
」に

は
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等
も
含
ま
れ
る
。「
そ

の
他
」が
例
年
よ
り
多
い
の
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
あ
ろ
う
。

　
「
病
院
死
」が「
自
宅
死
」を
上
回
っ
た
の
は

1
9
7
7
年
で
、89
年
以
降
は
70
%
台
に
乗

り
、2
0
0
5
年
の
79
・
8
%
が
最
高
値
だ
。こ

の
頃
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
と
老
健
施
設
で
の
死

亡
が
計
3
%
程
度
に
な
り
、い
わ
ば「
施
設
死
」

が
肩
代
わ
り
を
始
め
た
。

　

当
然
な
が
ら
自
宅
死
は
減
少
を
続
け
、

1
9
9
3
年
に
20
％
を
切
り
、2
0
0
4
年
か

ら
12
%
台
の
横
ば
い
状
態
に
あ
る
。

東
京
2
位・兵
庫
3
位
で

長
野
は
11
位

　

2
0
1
1
年
の
都
道
府
県
別
の
死
亡
場
所

を
み
る
と
、自
宅
死
割
合
が
高
い
の
は
、▽
奈

良
県（
17
・
2
%
）▽
東
京
都（
16
・
1
%
）▽
兵

庫
県（
15
・
7
%
）▽
大
阪
府（
15
・
0
%
）▽
滋

賀
県（
14
・
9
％
）。

　

2
0
0
0
年
は
全
国
平
均
13
・
9
%
で
、▽

東
京
都
39
位（
12
・
2
%
）▽
兵
庫
県
16
位（
15
・

7
%
）▽
大
阪
府
27
位（
13
・
8
%
）だ
っ
た
か

ら
、大
都
市
を
抱
え
る
地
域
が
急
速
に
順
位
を

上
げ
た
。

　

逆
に
厚
労
省
が
自
宅
で
看
取
る「
モ
デ
ル
」

総

「自宅死」の“逆転現象”は
何を意味するか
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長　野 （19.8％）
新　潟 （19.2%）
和歌山 （18.9%）
滋　賀 （18.9%）
山　形 （18.0%）

13.9％
北海道    （8.3%）
福　岡 （10.1%）
長　崎 （10.3％）
熊　本 （10.4％）
高　知 （11.6%）

奈　良 （17.2%）
東　京 （16.1%）
兵　庫 （15.7%）
大　阪 （15.0%）
滋　賀 （14.9%）
全国平均　12.5％
佐　賀 （8.0%）
大　分 （8.2%）
北海道 （8.7%）
宮　崎 （8.7%）
福　岡 （8.7%）

 1
 2
 3
 4
 5
　全国平均
47
46
45
44
43

2000年　　　　 　　2011年

厚労省・人口動態統計から作成
（同率の場合の順位は二木立氏による小数点以下3桁の判定を引用）

「自宅死」割合の多い県・少ない県と推移 と
し
て
き
た
長
野
県
は
2
0
0
0
年
の
1
位

（
19
・
8
%
）か
ら
11
位（
13
・
6
%
）に
後
退
し

た
。三
世
代
同
居
が
多
い
新
潟
県（
2
位
か
ら

20
位
）、山
形
県（
5
位
か
ら
30
位
）等
は
激
し

く
落
ち
込
ん
だ（
表
参
照
）。

　

全
国
を
市
部
と
郡
部
に
分
け
て
み
る
と
、

2
0
0
0
年
か
ら
の
12
年
間
で「
自
宅
死
」割

合
は
市
部
で
マ
イ
ナ
ス
0
・
4
%
に
と
ど
ま
る

が
、郡
部
は
マ
イ
ナ
ス
5
・
3
％
と
減
少
幅
は

大
き
い
。13
の
大
都
市
で
は
東
京
23
区
の
プ
ラ

ス
4
・
6
%（
12
・
9
%
か
ら
17
・
5
%
）を
筆
頭

に
北
九
州
市
を
除
い
て
、い
ず
れ
も
自
宅
死
割

合
を
上
げ
た
。

　

な
ぜ
大
都
市
で
自
宅
死
割
合
が
上
昇
傾
向

に
あ
る
の
か
。療
養
型
病
床
の
抑
制
・
削
減
で

入
院
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
普

及
で
自
宅
で
の
看
取
り
が
増
え
た
こ
と
等
が

推
定
さ
れ
る
。

　

厚
労
省
資
料
に
よ
る
と
、訪
問
看
護
の
利
用

者
数
が
多
い
都
道
府
県
で
は
確
か
に
自
宅
死

は
多
い
。た
だ
し
最
も
利
用
者
数
の
多
い
長
野

県
の
転
落
は
説
明
が
難
し
い
。在
宅
療
養
支
援

診
療
所
に
よ
る
看
取
り
数
が
多
い
都
道
府
県

の
方
が
自
宅
死
割
合
も
や
や
高
い
傾
向
だ
が
、

東
京
都
や
神
奈
川
県
と
長
野
県
で
同
診
療
所

の
看
取
り
数
に
大
き
な
差
は
な
い（
中
医
協
総

会
2
0
1
2
年
1
月
配
布
）。

東
京
で
の

「
孤
独
死
」急
増
の
衝
撃

　

東
京
都
監
察
医
務
院
は「
孤
独

死
」
の
詳
細
な
報
告
書
を
ま
と
め

て
い
る［
金
浦
佳
雅
氏
ら「
東
京
都

23
区
に
お
け
る
孤
独
死
統
計
・
95
〜

2
0
1
1
年
、07
年
ま
で
は
同
医
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、孤
独
死
は

「
独
り
暮
ら
し
の
異
常
死
で
死
亡
場

所
が
自
宅
」］。

　

た
と
え
ば
、07
年
の
単
身
世
帯
で

の
孤
独
死
は
3
9
4
9
人（
15
歳
以

上
で
男
2
6
1
4
人
、女
1
3
3
4

人
）。
同
年
の
23
区
内
の
自
宅
死
総
数
は

1
万
6
5
9
人
で
、孤
独
死
が
そ
の
37
%
に
上

る（
65
歳
以
上
の
死
亡
数
は
2
3
4
1
人
、う

ち
男
1
2
7
1
人
、女
1
0
7
0
人
。男
は
65

歳
未
満
の
孤
独
死
が
特
に
多
い
）。

　

日
本
福
祉
大
の
二
木
立
教
授
は
、こ
の
デ
ー

タ
と
人
口
動
態
統
計
を
接
合
し
、23
区
で
は

『
00
〜
11
年
に
自
宅
死
亡
数
は
7
6
3
6
人

か
ら
1
万
2
6
8
8
人
へ
66
・
2
%
増
だ

が
、う
ち「
孤
独
死
」数
は
2
4
5
4
人
か
ら

4
4
9
0
人
へ
83
％
も
増
え
、こ
の
期
間
の
自

宅
死
亡
数
増
加（
5
0
5
2
人
）に
対
す
る
孤

独
死
数
増
加（
2
0
3
6
人
）の
寄
与
率
は
40
・

5
%
』（
要
約
）と
読
み
取
る（
文
化
連
情
報
13

年
2
月
号「
21
世
紀
初
頭
の
都
道
府
県
・
大
都

市
の
自
宅
死
割
合
の
推
移
」）。

　

東
京
23
区
内
の
自
宅
死
割
合
の
上
昇
は
、実

は「
孤
独
死
」の
急
増
が
主
因
と
い
う
分
析
だ
。

　

小
欄
は
、こ
の
現
象
を
紹
介
す
る
だ
け
で
精

一
杯
だ
が
、2
0
2
5
年
を
目
指
す「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
へ
、文
字
通
り
地

域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
の
実
現
が
い
か
に
難

し
い
か
、を
痛
感
さ
せ
る
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉

マ
ガ
ジ
ン
」編
集
長（
毎
月
第
2
週
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ

Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。


